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１. 研究分野及び題目 

（Ⅱ－２）データ作成方法に関する研究  （Ⅱ－５） デジタル道路地図の利活用に関する研究 

（Ⅱ－９）その他、デジタル道路地図に関する研究 

２. キーワード 

空き家，狭隘道路，機械学習，都市計画，自治体 

３. 研究内容 

(1) 研究の目的 

我が国では空き家の増加が全国的な課題である。応募者らによる複数の自治体へのヒアリング

調査では、狭隘道路が密集する地域において空き家が顕著に増加する事が分かっている。しかし、

建物周辺の道路の狭隘度を考慮して現在および将来の空き家率を推定した前例は無い。そこで本

研究は日本全国の道路狭隘度メッシュデータを整備し、同データを用いた日本全国の現在および

将来の空き家分布推計マップを整備することを目的とする。 

(2) 研究のゴール 

応募者らはこれまでに国勢調査などの既存統計を AI で解析することで、日本全国の市区町村ご

との現在および将来の空き家率を推計したマップを整備している。同成果は一般公開しており（図

1）、産官学民で幅広く活用することで、我が国の空き家対策の促進・加速を狙っている。この AI

に道路狭隘度という変数も与えることで予測精度を向上させ、より実態に即した有用性が高い空

き家マップを実現することをゴールとする。 

 




